
令和５年度滋賀県循環社会推進課関係事業功労者知事表彰 受賞者名簿 

 

生活環境改善事業功労者（市町・一部事務組合） 

所属 氏名 年齢 功績内容 

彦根市 
ﾂｶﾀﾞ ﾘｭｳｼﾞ 

塚田 竜司 
59 

永年にわたり、ごみ収集業務に従事し、勤務成績も良好かつ誠実で、職員の中心的立場にある。同

僚間での評価も高く、上司の信望も厚く他の職員の模範となっている。 

湖北広域行政 

事務センター 

ﾑﾗｶﾐ ﾋﾛｼ 

村上 浩 
60 

 平成５年に湖北広域行政事務センター技能労務職として入職後、自動車運転手兼環境整備員とし

て、業務に必要な多くの資格を積極的に取得し、一般廃棄物処理施設における資源ごみの収集・処理

等、廃棄物処理業務に真摯に取り組んできた。 

平成10年からは行政職として、施設の管理監督を担う技術管理者の後進の育成等、長年、責任を持

って清掃行政事業に携わり、施設での業務（廃棄物の受入等）にも従事し、生活環境改善に多大な功

績を残してきた。 

令和５年３月の定年退職後は、再任用職員として、豊富な知識と経験を活かし、業務に精励すると

ともに、後輩職員の育成・指導に日々尽力している。 

甲賀広域行政組合 
ﾄﾐﾀ ｹﾝﾀﾛｳ 

冨田 健太郎 
50 

甲賀郡衛生センター（当時）に着任以来、管内のし尿処理及びごみ処理行政の廃棄物処理業務に長

年にわたり取り組み、適切な処理、維持管理に努めた。 

し尿処理及びごみ処理についての深い知識と経験を基に、施設運営に日々努力を惜しむことなく、

管内の環境行政に主導的な役割を果たしているところは誠に大であり、他の職員の模範とするところ

である。 

甲賀広域行政組合 
 ﾅｶｲ ｶﾂｼﾞ 

中井 計次 
50 

甲賀郡衛生センター(当時)に着任以来、管内のし尿処理及びごみ処理行政に長年取り組む。し尿処

理及びごみ処理についての深い知識と経験を基に、施設環境の整備・施設運営の改革に自ら率先して

当たる事も多い。後進の育成においても的確な指導と模範を示す行動力から、常に職員間では主導的

な役割を果たしている。 



湖南広域行政組合 
 ﾆｼﾃﾞ ｶﾝｼﾞ 

西出 寛治 
58 

環境衛生行政の管理運営に従事し、職場の安全衛生の維持向上に努める一方で、周辺環境への配慮

を絶えず心がけ、生活環境の充実と向上を目指して、常に足元から周囲を見つめ、職場環境の整備に

努めている。 

環境衛生センター所長となってからは、施設の老朽化等による設備機器の機能低下をできる限り少

なくするため、効果的な機器整備により施設の安全性、信頼性、安定性を保持するとともに、施設の

運転管理と環境整備を充実させ、環境負荷低減に取り組むことで、地域住民との信頼関係と協力体制

の構築に尽力している。 

また、部下の指導育成を精力的に実施するとともに、安全衛生管理を念頭に、日常点検および機器

整備を徹底させることで、突発的な機器の故障を未然に防ぎ、適正かつ効率的な施設運転に努め、職

員や住民から大きな信頼を集めるその姿は、他の職員の模範とするところである。 

 
 

生活環境改善事業功労者（清掃事業関係者） 

所属 氏名 年齢 功績内容 

Hitz 環境サービス 

株式会社 

ﾅｶﾑﾗ ﾀｸﾐ 

中村 巧 
57 

 平成13年に（有）奥村総合管理グループに入社以来、野洲クリーンセンターにおいて、市内で発生

する一般廃棄物の適正処理に努めており、平成28年に野洲クリーンセンターの受託事業社がHitz環境

サービス（株）に変更になった際には同社に転籍し、引き続き同センターで一般廃棄物処理を継続し、

市内の生活環境改善に寄与している。入社後事故・過失もなく誠実に勤務し、また今日まで培った経

験・技術・知識を活用し、廃棄物処理に貢献するとともに職場の安全管理や後進の育成を担うなど他

の模範とするところである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



生活環境改善事業功労者（産業廃棄物処理業関係者） 

 

所属 氏名 年齢 功績内容 

株式会社山﨑砂利商店 
ｵｸﾀﾞ ﾀｶﾐﾂ 

奥田 貴光 
51 

 （株）ヤマゼンの第3期管理型処分場のほか、グループ会社における各処理施設の立ち上げを行っ

ており、現在は県内で処分場と大型の瓦礫リサイクル施設を運営し、廃棄物の適正処理とリサイクル

に大きく貢献されている。 

産業資源循環協会事業についても不法投棄パトロール等に率先して取り組むほか、ヤマゼンにおい

ては同社のホームページにおいて廃棄物の保管状況を公開するなど、業界に先駆けて廃棄物の適正処

理に貢献している。中でも滋賀県において発生した旧ＲＤエンジニアリング社の不法投棄案件を受け

て、勤務先の従業員に廃棄物の適正な処理方法を徹底し、率先垂範されている。また、産業資源循環

協会の奈良県、京都府、滋賀県の理事を歴任し、業界活動についても積極的に取り組んでいる。 

株式会社ステップ 
ﾀｶﾊｼ ｼｮｳｲﾁ 

髙橋 彰一 
66 

学卒後、建設業務に従事し、建設関係の中で各事業を取り組む。その後、平成７年７月に株式会社

ステップに入社し、産業廃棄物処理業務にも取り組む。 

特に平成18年に社長に就任後は持ち前の温厚な人柄で会社内はもちろん業界内でもリーダー的役

割を果たし、産業廃棄物処理業の傍ら、湖北地方の雪害対策や廃棄物の飛散防止に精力的に取り組み、

地域住民からも絶大な信頼を得ている。 

令和3年に一般社団法人滋賀県産業資源循環協会の理事となり、地元と共に協会内部で指導的立場

となり現在に至る。 

 


